
また、意
い
味
み
と解

かい
説
せつ
には翻

ほん
訳
やく
がついています。

これらの説
せつ
明
めい
が1ページ半

はん
にまとめられて

いて、わかりやすく説
せつ
明
めい
されています。

『教
おし
え方

かた
』にも例

れい
文
ぶん
、接

せつ
続
ぞく
方
ほう
法
ほう
、意

い
味
み
、解

かい
説
せつ

がありますが、翻
ほん
訳
やく
はありません。しかし、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
からよく出

で
る質

しつ
問
もん
、誤

ご
用
よう
例
れい
などが挙

あ
げ

られていて、使
つか
われる場

ば
面
めん
が具

ぐ
体
たい
的
てき
にたくさん

紹
しょう
介
かい
されています。また、［類

るい
義
ぎ
表
ひょう
現
げん
との

比
ひ
較
かく
］という項

こう
目
もく
では、「もの」と「こと」の

比
ひ
較
かく
、文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
「～ものだ」「～ことだ」

「～べきだ」「～なければならない」の比
ひ
較
かく
も

されています。以
い
上
じょう
の内

ない
容
よう
が10ページに

わたって詳
くわ
しく書

か
かれていて、『文

ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』との

違
ちが
いがはっきりわかります。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん
ばこ

Bookshelf : Introduction of New Titles

「日
に
本
ほん
語
ご
の教
きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中
ちゅう
心
しん
に紹
しょう
介
かい
して

いきます。誌
し
面
めん
の制
せい
約
やく
上
じょう
、一
いっ
回
かい
に多
おお
くの本

ほん
を紹
しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先
せん
生
せい
にとって

使
つか
いやすい教

きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・

資
し
料
りょう
」などを取

と
り上

あ
げます。

●データ●
『どんな時どう使う日本語表現文型辞典』

友
とも
松
まつ
悦
えつ
子
こ
宮
みや
本
もと
淳
じゅん

和
わ
栗
く
雅
まさ
子
こ

アルク

（〒168-8611 東
とう
京
きょう
都
と
杉
すぎ
並
なみ
区
く
永
えい
福
ふく
2-54-12）

TEL.03-3323-5514 FAX.03-3323-2021
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●データ●
『中級日本語文法と教え方のポイント』

市
いち
川
かわ
保
やす
子
こ

スリーエーネットワーク

（〒101-0064 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町
ちょう
2-6-3 
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日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
の参

さん
考
こう
書
しょ
が2冊

さつ
出
しゅっ
版
ぱん
されました。

今
こん
回
かい
は、この2冊

さつ
を比

くら
べながら紹

しょう
介
かい
したいと

思
おも
います。

▽どちらもすでにおなじみ
『どんな時

とき
どう使

つか
う日

に
本
ほん
語
ご
表
ひょう
現
げん
文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』

（以
い
下
か
『文

ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』）は、『どんなときどう使

つか
う

日
に
本
ほん
語
ご
表
ひょう
現
げん
文
ぶん
型
けい
200』と『どんな時

とき
どう使

つか
う

日
に
本
ほん
語
ご
表
ひょう
現
げん
文
ぶん
型
けい
500』を基

もと
にして作

つく
られて

います。この2冊
さつ
が辞

じ
書
しょ
としてまとめられる際

さい
、

翻
ほん
訳
やく
が加

くわ
えられたり、提

てい
示
じ
順
じゅん
序
じょ
が大

おお
きく変

か
え

られたりしています。『中
ちゅう
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
と

教
おし
え方

かた
のポイント』（以

い
下
か
『教

おし
え方

かた
』）は

『初
しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
と教

おし
え方

かた
のポイント』の

中
ちゅう
級
きゅう
版
ばん
ですが、文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
の使

し
用
よう
場
ば
面
めん
や他

ほか
の語

ご

との結
むす
びつきなどは前

ぜん
作
さく
になかったものです。

▽対
たい
象
しょう
者
しゃ
の違

ちが
い

どちらも文
ぶん
型
けい
・文

ぶん
法
ぽう
を扱
あつか
っている参

さん
考
こう
書
しょ
で

すが、誰
だれ
のために書

か
かれているかが違

ちが
います。

『文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』は主

おも
に学

がく
習
しゅう
者
しゃ
を対

たい
象
しょう
にして

作
つく
られていますが、『教

おし
え方

かた
』はどちらかと

言
い
えば教

きょう
師
し
が対

たい
象
しょう
とされています。例

たと
えば、

『文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』には、英

えい
・中
ちゅう
・韓
かん
の翻

ほん
訳
やく
が付

つ
いて

いますし、文
ぶん
型
けい
の並

なら
び方

かた
は50音

おん
順
じゅん
です。一

いっ
方
ぽう
、

『教
おし
え方

かた
』は並

なら
び方

かた
が違

ちが
います。 I助

じょ
詞
し

〈複
ふく
合
ごう
格
かく
助
じょ
詞
し
〉〈取

と
り立

た
て助

じょ
詞
し
〉、II文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん

〈テンス・アスペクト的
てき
なもの〉〈その他

ほか
の

複
ふく
合
ごう
動
どう
詞
し
〉〈ムード（モダリティ）〉、III従

じゅう
属
ぞく
節
せつ

の順
じゅん
で提

てい
示
じ
されています。

▽わかりやすさ　vs 詳
くわ
しさ

「～ものだ」という項
こう
目
もく
を取り上げて比

くら
べて

みましょう。『文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』は〈回

かい
想
そう
〉〈感

かん
慨
がい
〉

〈忠
ちゅう
告
こく
〉に分

わ
けて書

か
かれていて、それぞれに

例
れい
文
ぶん
、接

せつ
続
ぞく
方
ほう
法
ほう
、意

い
味
み
、解

かい
説
せつ
が付

つ
いています。

※データ凡
はん
例
れい

著
ちょ
者
しゃ

出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

刊
かん
行
こう
年
ねん
月
げつ

ISBN 判
はん
型
けい
・ページ数

すう
定
てい
価
か

その他
た

7654321

対
たい
象
しょう
者
しゃ
が明

めい
確
かく
な文

ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
と文

ぶん
法
ぽう
書
しょ

『どんな時
とき
どう使

つか
う日

に
本
ほん
語
ご
表
ひょう
現
げん
文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』

『中
ちゅう
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
と教

おし
え方

かた
のポイント』

『文
ぶん
型
けい
辞
じ
典
てん
』P.382 『教

おし
え方

かた
』P.232
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新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
のファシリテータとしての日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
に考

かんが
えてほしいこと

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の「衣

ころも
」再

さい
考
こう
－多

た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
への課

か
題
だい
－』

●データ●
徳
とく
井
い
厚
あつ
子
こ

く ろ し お 出
しゅっ

版
ぱん

（〒 11 2 - 0 0 0 2  東
とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう
区
く
小
こ
石
いし
川
かわ

3 - 1 6 - 5 ） T E L . 0 3 - 5 6 8 4 - 3 3 8 9  

FAX.03 -5684-4762 URL .www.9640 . jp
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ねん
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がつ

978 - 4 - 8 7424 - 375 - 6

四
し
六
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判
ばん
229ページ　 1680円

えん
65

43
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最
さい
近
きん
、日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
現
げん
場
ば
や地

ち
域
いき
社
しゃ
会
かい
に「多

た
文
ぶん
化
か
」

の状
じょう
況
きょう
が広

ひろ
がっています。本

ほん
書
しょ
の筆

ひっ
者
しゃ
は、

「多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
」を「自

じ
分
ぶん
を知

し
り他

た
者
しゃ
との関

かん
係
けい

を構
こう
築
ちく
していく創

そう
造
ぞう
的
てき
でダイナミックな過

か
程
てい
」

と捉
とら
えています。「多

た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
」の現

げん
実
じつ
は、

相
あい
手
て
と理

り
解
かい
し合

あ
い交

こう
流
りゅう
を深

ふか
めるという理

り
想
そう
的
てき

な状
じょう
態
たい
だけではなく、異

こと
なった背

はい
景
けい
の人

ひと
たち

がせめぎあい、葛
かっ
藤
とう
や摩

ま
擦
さつ
を引

ひ
き起

お
こす過

か
程
てい

でもあります。日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に限

かぎ
らず、他

た
者
しゃ

と共
とも
に生

い
きる人

ひと
たちに必

ひつ
要
よう
なのは、言

こと
葉
ば
や

異
い
文
ぶん
化
か
の抽

ちゅう
象
しょう
的
てき
な知

ち
識
しき
ではなく、こうした

葛
かっ
藤
とう
や摩

ま
擦
さつ
の過

か
程
てい
を共

とも
に生

い
き抜

ぬ
く力

ちから
なのです。

そして、教
きょう
師
し
には彼

かれ
らの学

まな
びを支

し
援
えん
する

「ファシリテータ」の役
やく
割
わり
が求

もと
められます。

では、多
た
文
ぶん
化
か
共
きょう
生
せい
の日

に
本
ほん
語
ご
支
し
援
えん
を考
かんが
える際

さい
、

教
きょう
師
し
にはどのような視

し
点
てん
が必

ひつ
要
よう
なのでしょうか。

本
ほん
書
しょ
では、3つの章

しょう
からこの問

と
いに答

こた
えています。

第
だい
一
いっ
章
しょう
では、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
が知

し
らないうちに

身
み
につけた認

にん
識
しき
や行

こう
動
どう
の癖

くせ
を日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の

「衣
ころも
」と呼

よ
び、「話

はな
しすぎの衣

ころも
」「答

こた
えを見

み
つけ

ようとする衣
ころも
」「偏

へん
見
けん
・ステレオタイプ＝悪

わる
い

という衣
ころも
」など7つを取

と
り上

あ
げ、教

きょう
師
し
としての

自
じ
己
こ
を振

ふ
り返

かえ
ってみることを勧

すす
めています。

第
だい
二
に
章
しょう
では、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を異

い
文
ぶん
化
か
接
せっ
触
しょく
の現

げん
場
ば

授
じゅ
業
ぎょう
で使

つか
えるゲーム教

きょう
材
ざい
集
しゅう

『改
かい
訂
てい
新
しん
版
ばん
日
に
本
ほん
語
ご
コミュニケーションゲーム80』

●データ●
CAGの会

かい
The Japan Times（〒108-0023

東
とう
京
きょう
都
と
港
みなと
区
く
芝
しば
浦
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皆
みな
さんの中

なか
には、この教

きょう
材
ざい
をご存

ぞん
知
じ
の方

かた
も

多
おお
いと思

おも
います。1993年に出

しゅっ
版
ぱん
されたこの

教
きょう
材
ざい
は、当

とう
時
じ
、ゲームを集

あつ
めた教

きょう
材
ざい
として

新
あたら
しいものでした。今

いま
では多

おお
くの教

きょう
師
し
がゲーム

を取
と
り入

い
れた授

じゅ
業
ぎょう
を行

おこな
うようになり、この教

きょう
材
ざい

の利
り
用
よう
者
しゃ
も増

ふ
えたのではないでしょうか。

その間
あいだ
にも、ゲームやタスクの名

な
がついた

ものが出
しゅっ
版
ぱん
されましたが、本

ほん
書
しょ
の人

にん
気
き
は根

ね
強
づよ

いものと思
おも
われます。このたび、改

かい
訂
てい
版
ばん
が

出
で
ましたので、改

あらた
めてここで紹

しょう
介
かい
することに

しました。

80のゲームが「学
がく
習
しゅう
の定

てい
着
ちゃく
をはかるための

ゲーム」、「ウォームアップ／総
そう
復
ふく
習
しゅう
のための

ゲーム」、「カードを使
つか
ったゲーム」（切

き
り取

と
って

使
つか
えるカードが巻

かん
末
まつ
にあります）の3種

しゅ
類
るい
に

分
ぶん
類
るい
されています。

各
かく
ゲームには説

せつ
明
めい
があります。学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
、

ゴール、形
けい
式
しき
（何

なん
人
にん
でやるか）、用

よう
意
い
するもの、

単
たん
語
ご
・表
ひょう
現
げん
がわかりやすく表

ひょう
示
じ
されています。

改
かい
訂
てい
版
ばん
では2つのゲームが新

あたら
しくなったほか

はほとんど変
か
わっていません。

しかし、ゲームが一
いち
覧
らん
になって参

さん
照
しょう
しやすく

なったこと、説
せつ
明
めい
が見

み
やすくなったこと、主

おも
な

初
しょ
級
きゅう
教
きょう
科
か
書
しょ
との対

たい
応
おう
表
ひょう
が加

くわ
わったこと

などにより、使
つか
いやすくなりました。

ゲームを取
と
り入

い
れた教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
では、ただ

楽
たの
しいだけではなく、学

まな
んだ日

に
本
ほん
語
ご
を実

じっ
際
さい
に

と捉
とら
え、異

い
文
ぶん
化
か

コミュニケーション

のモデルと理
り
論
ろん

の応
おう
用
よう
を超

こ
えた

新
あら
た な 解

かい
釈
しゃく
を

提
てい
供
きょう
しています。

例
たと
えば、筆

ひっ
者
しゃ
は「カルチャーショック」を

ネガティブに捉
とら
えずに、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の戸

と
惑
まど
いの

実
じっ
体
たい
験
けん
と試

し
行
こう
錯
さく
誤
ご
の学

まな
びの過

か
程
てい
として意

い
識
しき
的
てき

に取
と
り上

あ
げる姿

し
勢
せい
が必

ひつ
要
よう
だと言

い
っています。

第
だい
三
さん
章
しょう
では、異

い
文
ぶん
化
か
接
せっ
触
しょく
で出

で
会
あ
う葛

かっ
藤
とう
と摩

ま
擦
さつ

を回
かい
避
ひ
せず、新

あら
たな学

まな
びにつなげるために、

「現
げん
場
ば
の変

へん
化
か
や混

こん
沌
とん
と向

む
き合

あ
う」「教

きょう
科
か
書
しょ
を

クリティカルに問
と
い直

なお
す」「体

たい
験
けん
をことばにする」

「創
そう
造
ぞう
的
てき
・協

きょう
働
どう
的
てき
に対

たい
話
わ
する」など具

ぐ
体
たい
的
てき
に

提
てい
言
げん
しています。

P.54 P.55

使
つか
う練

れん
習
しゅう
が可

か
能
のう

です。本
ほん
書
しょ
の中

なか

には、「映
えい
画
が
館
かん
は

どこですか」の

ように、「道
みち
を

たずねる・教
おし
える」

というようなコミュニケーション能
のう
力
りょく
を養

よう
成
せい

するゲームもあります。
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新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
一
ひと
人
り
ひとりの自

じ
律
りつ
を目

め
指
ざ
した個

こ
別
べつ
対
たい
応
おう
の授

じゅ
業
ぎょう
作
づく
り

『自
じ
律
りつ
を目

め
指
ざ
すことばの学

がく
習
しゅう
さくら先

せん
生
せい
のチュートリアル』

●データ●
桜
おう
美
び
林
りん
大
だい
学
がく
日
に
本
ほん
語
ご
プログラム「グループさくら」

凡
ぼん
人
じん
社
しゃ
（〒102-0093 東

とう
京
きょう
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と
千
ち
代
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田
だ
区
く

平
ひら
河
かわ
町
ちょう
1-3-13 1F） TEL.03-3263-3959

FAX.03-3263-3116 URL. www.bonjinsha.com/
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本
ほん
書
しょ
は、日

に
本
ほん
の大

だい
学
がく
で留

りゅう
学
がく
生
せい
を対

たい
象
しょう
とした

授
じゅ
業
ぎょう
に「チュートリアル」を取

と
り入

い
れた実

じっ
践
せん

をもとに書
か
かれています。チュートリアル

とは、この本
ほん
では「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の自

じ
律
りつ
を目

め
指
ざ
した

個
こ
別
べつ
対
たい
応
おう
型
がた
の日

に
本
ほん
語
ご
授
じゅ
業
ぎょう
」を指

さ
します。筆

ひっ
者
しゃ

たちが目
め
指
ざ
しているのは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が目

もく
標
ひょう
や

ニーズを自
じ
分
ぶん
で見

み
つけて学

がく
習
しゅう
を進

すす
める能

のう
力
りょく
を

身
み
に付

つ
けることであり、学

がく
習
しゅう
が教

きょう
室
しつ
の中

なか
だけ

にとどまらないことを自
じ
覚
かく
することです。

最
さい
近
きん
では、海

かい
外
がい
でも日

に
本
ほん
語
ご
を専

せん
攻
こう
とする

大
だい
学
がく
の学

がっ
科
か
や中

ちゅう
・上
じょう
級
きゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
コースが増

ふ
えて

きました。学
がく
習
しゅう
が進

すす
むにつれて、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の

能
のう
力
りょく
差
さ
が大

おお
きくなるだけでなく、分

ぶん
野
や
別
べつ
・技

ぎ
能
のう
別
べつ

の 到
とう
達
たつ
度
ど
の 幅

はば
もず い ぶ ん 広

ひろ
がります。

一
いっ
方
ぽう
で、ニーズや関

かん
心
しん
もアカデミック・スキル

からビジネス日
に
本
ほん
語
ご
、マンガやJ-Popなど多

た
様
よう
で、

授
じゅ
業
ぎょう
で全

すべ
て取

と
り上

あ
げるのはとても難

むずか
しくなって

います。ここに、部
ぶ
分
ぶん
的
てき
にでもチュートリアルを

取
と
り入

い
れる可

か
能
のう
性
せい
があります。また、個

こ
別
べつ
対
たい
応
おう
型
がた

の授
じゅ
業
ぎょう
を進

すす
めるためには、それぞれの目

もく
標
ひょう
に

合
あ
ったリソース（教

きょう
材
ざい
や日

に
本
ほん
語
ご
・日

に
本
ほん
関
かん
係
けい
の

資
し
料
りょう
）が必

ひつ
要
よう
ですが、幸

さいわ
い海

かい
外
がい
でもWebサイト

をはじめ、以
い
前
ぜん
よりいろいろなものが入

にゅう
手
しゅ
できる

ようになりました。

筆
ひっ
者
しゃ
たちは、チュートリアル的

てき
な活

かつ
動
どう
を

取
と
り入

い
れるには教

きょう
師
し
側
がわ
の不

ふ
安
あん
もあると書

か
いて

います。たとえば「自
じ
分
ぶん
の能

のう
力
りょく
に合

あ
った適

てき
切
せつ

な目
もく
標
ひょう
が学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に設

せつ
定
てい
できるのか？」「いい

成
せい
績
せき
をとるために学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が低

ひく
い目

もく
標
ひょう
を掲

かか
げて

しまうことがないか？」などですが、本
ほん
書
しょ

では実
じっ
践
せん
を通

つう
じて教

きょう
師
し
の不

ふ
安
あん
がどのように

変
か
わっていったかも書

か
かれています。

図
ず
のような「チュートリアルの流

なが
れ」が

できるようになるためには、いくつかの準
じゅん
備
び

や教
きょう
師
し
の支

し
援
えん
が

必
ひつ
要
よう
です。本

ほん
書
しょ

に は 具
ぐ
体
たい
的
てき
な

進
すす
め 方

かた
だ け で

なく、ニーズ調
ちょう
査
さ

やパフォーマンス・

チャート、評
ひょう
価
か
表
ひょう
などのフォームも紹

しょう
介
かい

されていて参
さん
考
こう
になります。

●データ●
国
こく
際
さい
日
に
本
ほん
語
ご
普
ふ
及
きゅう
協
きょう
会
かい
（A J A L T）

（〒105-0001  東
とう
京
きょう
都
と
港
みなと
区
く
虎
とら
ノ門

もん
3-25-2

ブ リ ヂ ス ト ン 虎
とら
ノ 門
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ビ ル 2 階
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）
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ブラジルからさくら小
しょう
学
がっ
校
こう
に編

へん
入
にゅう
して

来
き
たルーカス君

くん
とお母

かあ
さんを教

きょう
頭
とう
先
せん
生
せい
が

笑
え
顔
がお
で迎

むか
える場

ば
面
めん
から、話

はなし
が始

はじ
まります。

「登
とう
校
こう
」「授

じゅ
業
ぎょう
」「休

やす
み時

じ
間
かん
」「給

きゅう
食
しょく
」「遠

えん
足
そく
」

「身
しん
体
たい
測
そく
定
てい
」「運

うん
動
どう
会
かい
」など18の場

ば
面
めん
が設

せっ
定
てい

されていて、主
しゅ
人
じん
公
こう
のルーカス君

くん
が4年

ねん
1組
くみ

の仲
なか
間
ま
たちやその家

か
族
ぞく
、先

せん
生
せい
たちとの交

こう
流
りゅう

を通
とお
して、日

に
本
ほん
の学

がっ
校
こう
生
せい
活
かつ
に親

した
しんでいく

「ストーリー」が展
てん
開
かい
されます。最

さい
後
ご
の

「総
そう
合
ごう
学
がく
習
しゅう
」の場

ば
面
めん
では、ルーカス君

くん
が

お父
とう
さんと一

いっ
緒
しょ
にブラジルのことをクラスで

話
はな
す姿

すがた
が描

えが
かれています。

各
かく
場
ば
面
めん
は「ストーリー」のほかに「表

ひょう
現
げん

学
がく
習
しゅう
」「情

じょう
報
ほう
」「クイズ」で構

こう
成
せい
されています。

「表
ひょう
現
げん
学
がく
習
しゅう
」では、「仲

なか
間
ま
への入

はい
り方

かた
」

「学
がっ
校
こう
を休

やす
むときの電

でん
話
わ
連
れん
絡
らく
のしかた」など

学
がっ
校
こう
生
せい
活
かつ
で必

ひつ
要
よう
な表

ひょう
現
げん
を取

と
り上

あ
げて練

れん
習
しゅう

するようになっています。「情
じょう
報
ほう
」では、

学
がっ
校
こう
の施

し
設
せつ
案
あん
内
ない
や連

れん
絡
らく
帳
ちょう
の書

か
き方

かた
など

テーマによって必
ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
を紹

しょう
介
かい
しており、

日
に
本
ほん
語
ご
とポルトガル語

ご
を選

せん
択
たく
表
ひょう
示
じ
すること

もできます。また、「クイズ」は、「教
きょう
科
か
の

名
な
前
まえ
」「遊

あそ
びの名

な
前
まえ
」「体

からだ
のことば」など、

写
しゃ
真
しん
を見

み
て答

こた
えを選

えら
ぶ形

けい
式
しき
になっていて、

楽
たの
しみながら覚

おぼ
えられるように

なっています。これらの項
こう
目
もく
は、

メインメニューからまとめて見
み
る

ことができます。

付
ふ
属
ぞく
の冊

さっ
子
し
には、音

おん
声
せい
を文

も
字
じ
化
か

したもののほかに「日
に
本
ほん
に来

き
た

ばかりの外
がい
国
こく
の友

とも
達
だち
にはどんな

ことが助
たす
けになるでしょうか」

など外
がい
国
こく
人
じん
児
じ
童
どう
を 受

う
け入

い
れる

日
に
本
ほん
人
じん
がどんなことに注

ちゅう
意
い
して、

どんな支
し
援
えん
をしたらよいのか、

P.11～13は日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの以

い
下
か
の専
せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選
えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。

岩
いわ
田
た
一
かず
成
なり
、金
きむ
孝
ひょ
卿
ぎゅん
、生
いく
田
た
守
まもる
、八
はっ
田
た
直
なお
美
み
、三

み
原
はら
龍
りゅう
志
し
（執
しっ
筆
ぴつ
順
じゅん
）

「メインメニュー」

ヒ ン ト が 提
てい
示
じ

されています。

こ の 教
きょう
材
ざい
を

通
とお
して、外

がい
国
こく
人
じん

児
じ
童
どう
を 受

う
け

入
い
れることが、

単
たん
に「支

し
援
えん
をする・される」という一

いっ
方
ぽう
的
てき
な

関
かん
係
けい
でなく、相

そう
互
ご
に学

まな
び合

あ
える場

ば
であり、

人
ひと
としての成

せい
長
ちょう
が促

うなが
される場

ば
であることに

気
き
づくことでしょう。

外
がい
国
こく
から来

き
た児

じ
童
どう
を迎

むか
える日

に
本
ほん
人
じん
のためのDVD教

きょう
材
ざい

『ようこそ！　さくら小
しょう
学
がっ
校
こう
へ　～みんな　なかまだ～』

振り返る （学習全体を振り返って
評価する）

ふ かえ がくしゅうぜんたい ふ かえ

ひょう か

実行する （学習を管理しながら
進める）

じっこう がく

すす

しゅう かん り

計画する （目標・計画・評価方法を
決める）

けい かく もくひょう けい かく ひょう か ほう ほう

き

意識する （自分の現状と求めている
ことを意識する）

い じ

い しき

ぶん げんじょう もとしき

チュートリアルの実
じっ
践
せん
の流
なが
れ―学

がく
習
しゅう
者
しゃ
がすること―

（p.26より）
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